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C o g e n e r a t i o n  C a s e  S t u d y

Case1
医療法人 沖縄徳洲会

中部徳洲会病院

Case2
イオンモール 沖縄ライカム

Case3
ウェルネスリゾート沖縄休暇センター

ユインチホテル南城



　中部徳洲会病院は、2016（平成28）年4月1日に、沖
縄県中

なか
頭
がみ

郡北中
なか

城
ぐすく

村の泡
あわ

瀬
せ

ゴルフ場跡地に新病院と
して開設した。旧病院の敷地の2倍以上となる約4万㎡
の敷地で、地上12階建ての免震構造の建物である。
　病院内には最新の医療機器を導入し、救急体制をさ
らに強化し地域の中核病院としての機能を担っている。
救急センターの面積は旧病院の3倍に拡張し、救急搬入
口の救急デッキは最大7台の救急車を同時に受け入れ
る広さを有する。また、ドクターヘリ用のヘリポートも屋
上に備えている。このヘリポートは自衛隊の救難ヘリの
離着陸も可能となっている。
　今回は、この地域の医療の中核を担う中部徳洲会病
院に導入されたコージェネレーションシステム（以下、
コージェネ）を紹介する。

災害時にも医療行為の継続を可能にし
防災拠点の中核を担うコージェネ

医療法人 沖縄徳洲会
中部徳洲会病院

■ 施設概要

所 在 地 沖縄県中頭郡北中城村
アワセ土地区画整理事業地内２街区1番

構 造 鉄筋コンクリート＋鉄骨造（免震構造）
面 積 敷地面積／40,632㎡ 延床面積／50,194㎡
規 模 地上12階（屋上ヘリポート設置）
開 設 2016(平成２８)年4月
病 床 数 許可病床数331床（565床最大規模）

C h u b u  To k u s h u k a i  H o s p i t a l

コージェネ導入のポイント
施設の運用にあわせた電力、熱の活用 

周辺施設との設備の共用 

防災拠点としての機能

1

2

3

Case1
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病
院
の
建
設
に
当
た
り
、
導
入
さ
れ
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
３
８
０
kW
×
２
台
で
、
熱
の

回
収
は
温
水
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
温
水
は

給
湯
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
３
台
の
温

水
ボ
イ
ラ
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ボ
イ
ラ
は
稼
働
が
少
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

こ
の
病
院
は
周
辺
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
担
う
た
め
、
商
用
電
源
が
停
電
し
た

場
合
で
も
起
動
が
可
能
な
Ｂ
Ｏ
Ｓ
（
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
デ
マ
ン
ド
を
１
２
０
０
kW
に
設

導
入
シ
ス
テ
ム
概
要

停
電
対
策
と
熱
の
有
効
活
用■ ガスエンジン仕様概略

メ ー カ ー 三菱重工業

モ デ ル 名 SGP　M380‐W

定 格 出 力 380kW

台 数 2台

効 率 発電端効率：41.5%
排熱回収効率：35.8%

［
電
力
の
活
用
］

　

通
常
時
、
商
用
電
源
は
本
線
と
予
備
線
の

２
回
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

病
院
内
に
は
最
新
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術

室
ユ
ニ
ッ
ト
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ

た
先
端
医
療
器
械
を
は
じ
め
、
先
進
医
療
を

提
供
す
る
た
め
の
設
備
が
充
実
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
医
療
機
器
へ
は
、
万
が
一
商
用
電

源
が
停
電
し
た
場
合
で
も
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か

ら
給
電
で
き
、
医
療
行
為
の
継
続
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

ガスエンジン・コージェネ

定
し
、
負
荷
が
１
１
０
０
kW
に
達
す
る
と
１

台
目
が
起
動
、
１
４
０
０
kW
に
達
す
る
と
２

台
目
が
起
動
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
運
用
し
て
い
る
時
間
帯
は
９
時
〜
18

時
（
９
時
間
／
日
）
で
あ
る
。
な
お
、
運
用

開
始
か
ら
間
も
な
い
こ
と
か
ら
最
適
な
運
用

条
件
を
今
も
模
索
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
加
え
て
、
１
１
０
０
ｋ
Ｖ

Ａ
の
非
常
用
発
電
機
×
２
台
、
２
５
０
ｋｇ

／
ｈ
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
×
３
台
、
館
内
冷
房
空

調
な
ど
に
使
用
す
る
９
０
０
Ｒ
Ｔ
の
吸
収
式

冷
凍
機
×
２
台
も
設
置
し
て
い
る
。
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■ コージェネレーション系統　概要
謝辞

　お忙しい中、対応していただい
た中部徳洲会病院　事務長　眞玉
橋様、総務課　施設課長　花城様、
施設主任　上原様、沖縄電力（株） 
企画本部 事業開発部 課長 座間味
様、主任 町田様にはこの場を借
りて改めて御礼を申し上げます。

（取材・文：雑賀 慎一）

［
熱
の
活
用
］

　

高
温
多
湿
な
沖
縄
の
気
候
の
た
め
、
吸
収

式
冷
凍
機
か
ら
の
冷
水
を
利
用
し
て
手
術
室

な
ど
の
空
調
に
活
用
し
て
い
る
。
室
温
20
℃
、

湿
度
50
％
程
度
と
な
る
よ
う
、
暖
め
た
り
冷

湯
に
つ
い
て
は
現
在
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
の

温
水
供
給
で
十
分
に
賄
え
て
い
る
。

防
災
拠
点
と
し
て

　

新
病
院
の
建
設
に
あ
た
り
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
や
環
境
負
荷
へ
の
影
響
を
考
慮
し

て
当
初
か
ら
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
を
計

画
し
て
い
た
。
用
途
地
域
の
制
限
に
よ
り
、

敷
地
内
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の
サ

テ
ラ
イ
ト
設
備
を
設
置
す
る
と
、
災
害
時
に

必
要
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
が

わ
か
り
、
一
時
は
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入

を
諦
め
た
。
本
誌
Ｃ
ａ
ｓ
ｅ 

２
に
て
紹
介
し

て
い
る
隣
接
す
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ

カ
ム
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
の
導
入
を
計
画
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
設
備
は
沖
縄
電

力
グ
ル
ー
プ
で
別
の
敷
地
に
設
置
し
、
各
施

設
に
供
給
す
る
こ
と
で
問
題
は
解
決
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
近
隣
に
ア
リ
ー
ナ
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
災
害

時
に
は
中
部
徳
洲
会
病
院
は
医
療
を
受
け
持

ち
、
周
辺
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
確
保
す
る
。

　

平
常
時
の
医
療
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時

の
医
療
の
継
続
を
維
持
し
、
さ
ら
に
周
辺
の

施
設
と
の
連
係
に
よ
り
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
維
持
す
る
設
備
の
中
核
と
し
て
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
活
用
さ
れ
る
。

電力負荷へ 給湯施設

ガス
コージェネレーション 給湯用ボイラー

温水
タンク

熱交換器

温水ボイラ

や
し
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
手
術
室
の

環
境
を
維
持
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら

発
生
す
る
温
水
は
、
熱
交
換
器
を
介
し
て
給

湯
用
の
温
水
ボ
イ
ラ
の
温
水
配
管
に
熱
を
供

給
し
、
一
部
は
給
湯
用
に
設
置
さ
れ
た
２
基

の
７
㎥
の
貯
湯
タ
ン
ク
に
た
め
ら
れ
る
。
給
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沖縄県初の天然ガス・コージェネ導入で
地域経済・防災の大きな役割を果たす

A E O N  M A L L  O k i n a w a  R y c o m

　イオンモール沖縄ライカム※（以下、本モール）は北
中
なか

城
ぐすく

村の米軍施設キャンプ瑞
ず

慶
け

覧
らん

泡
あわ

瀬
せ

ゴルフ場跡地
の土地区画整理事業地内に２０１５（平成２７）年４月２５日
オープンした。本モールはOkinawa Resort Mallと銘
打ち、沖縄に住む人、国内外の観光客にショッピングの
提供のみならず、沖縄文化の発信、日本・沖縄発の本格
的な食のエンターテイメントを提供することで「アジア
No.1リゾートモール」を創造することをコンセプトとし

■ 施設概要
名 称 イオンモール沖縄ライカム

所 在 地 沖縄県中頭郡北中城村
アワセ土地区画整理事業地内４街区

構 造 鉄骨造
規 模 地上５階
面 積 敷地面積：約175,000㎡／延床面積：155,168㎡
開 店 日 ２０１５（平成２７）年４月

出店店舗数 核店舗：イオンライカム店
専門店数：約２２０店舗

コージェネ導入のポイント
防災拠点として非常時の 
電源確保によるBCP対応
隣接する災害復旧・避難拠点との 
非常時の電力融通
沖縄の気候特性を考慮した 
省CO2空調熱源システム

1

2

3

ている。一方、本モールは県内最大規模のショッピング
センターであることから、災害時の物流・避難拠点とな
る機能を保持し、地域防災の機能向上に役立つことも
求められている。このような地域の経済、防災において
大きな役割を果たすためのエネルギー供給設備として
採用されたのが、ガス・コージェネレーションシステム
(以下、コージェネ)である。その内容を紹介する。

※ ライカム（Rycom）の由来：かつて本モール周辺エリアにおかれていた琉球米
陸軍司令部（Ryukyu‐command）の名称から周辺の地名となった。

イオンモール 沖縄ライカム

Case2
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■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム
モ デ ル 名 EP400G‐6C
発 電 出 力 400kW

　

本
モ
ー
ル
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
４
０
０
kW
×
２
台
、

排
熱
投
入
型
吸
収
冷
温
水
機
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
）
×
１
台
、
イ
ン
バ
ー
タ
タ
ー
ボ
冷
凍
機

導
入
シ
ス
テ
ム
概
要

×
２
台
、
定
速
タ
ー
ボ
冷
凍
機
×
１
台
で
あ

り
、
２
０
１
５
年
４
月
25
日
に
本
格
稼
働
を

開
始
し
た
。
契
約
電
力
の
１
割
相
当
分
を
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
電
力
で
賄
う

電力負荷

BCP
電力負荷

商用電力

排熱

発電電力

空調負荷

ガスエンジン発電機
（400kW×2台）

排熱投入型吸収冷温水機（500RT×1台）

定速ターボ冷凍機（830RT×1台）

インバータターボ冷凍機（830RT×2台）

天然ガス

災害時

平常時

排熱を回収することで約80％の総合効率

ガスエンジンの排熱を空調負荷に利用。
高負荷時にはガスを利用しピークに対応

高効率電動ターボ冷凍機で基本的に定格で運転し、
空調ベース負荷をまかなう

高効率電動ターボ冷凍機をインバータ制御することで、
負荷変動時にも高効率運転が可能

沖縄電力

アワセ天然ガス
供給センター

■ 導入システムのフロー図

こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
排
熱
は

ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
へ
投
入
し
て
空
調
負
荷
に
利

用
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
11
月
〜
３
月
の
冬
期
は
停

止
さ
せ
、
４
月
か
ら
10
月
の
夏
期
は
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
ま
で
運
転
す
る
。
空
調
負
荷

は
基
本
的
に
は
タ
ー
ボ
冷
凍
機
で
賄
い
、
空

調
負
荷
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
イ
ン
バ
ー
タ

タ
ー
ボ
冷
凍
機
１
台
⬇
イ
ン
バ
ー
タ
タ
ー
ボ

冷
凍
機
２
台
⬇
定
速
タ
ー
ボ
冷
凍
機
１
台

＋
イ
ン
バ
ー
タ
タ
ー
ボ
冷
凍
機
１
台
⬇
定
速

タ
ー
ボ
冷
凍
機
１
台
＋
イ
ン
バ
ー
タ
タ
ー
ボ

効 率 発電効率：40.3%
排熱回収効率：32.6%

設 置 台 数 2台

ガスエンジン・コージェネ
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　取材当日の沖縄は梅雨真っ只中の雨模様で非常に湿度が高
く、高温多湿の亜熱帯地域である沖縄の気候の特徴を実感す
ることができました。当地では冷房負荷の省エネ、省コスト
化がより大きな意味を持つことにも納得できました。
　今回の施設取材に当たり、ご多忙にもかかわらずご対応い
ただきました沖縄電力（株） 企画本部 事業開発部 課長 座間味
様、主任 町田様には大変お世話になりました。末筆ながら御
礼申し上げます。 （取材・文：安川　英雄）

　

本
モ
ー
ル
は
沖
縄
県
内
で
初
め
て
と
な
る

天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
気
化
ガ
ス
）
を
燃
料
と

し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
を
導
入
し
た
事

例
で
あ
る
。
天
然
ガ
ス
は
沖
縄
電
力
（
株
）

の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
（
株
）
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ

ブ
エ
ナ
ジ
ー
（
以
下
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
設
置
運
営

謝辞

災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

お
よ
び
電
力
融
通
へ
の
対
応

沖
縄
県
初
と
な
る

天
然
ガ
ス・コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
空
調
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ

と
で
省
Ｃ
Ｏ
２
、
省
コ
ス
ト
を
図
っ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
４
月
の
本
格
稼
働
後
も
、
ユ
ー

ザ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で

コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
転
計
画
の
評
価
と
見
直
し
を

繰
り
返
し
実
施
し
、
気
温
と
空
調
負
荷
を
踏

ま
え
た
最
適
運
転
を
追
求
し
て
い
る
。

冷
凍
機
２
台
へ
と
順
次
切
り
替
え
て
運
転
す

る
。
空
調
負
荷
ピ
ー
ク
時
に
は
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
を
ガ
ス
焚
き
す
る
こ
と
で
、
ピ
ー
ク
空
調

負
荷
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

沖
縄
で
は
年
間
を
通
じ
て
冷
房
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
導
入
に
よ
り
、
電
気
と
天
然
ガ
ス
の
ベ

　

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
長
期
停
電
時
で
も
営
業
を
継
続
で

き
、
な
お
か
つ
復
旧
・
避
難
拠
点
と
し
て
近

隣
に
建
設
予
定
の
ア
リ
ー
ナ
施
設
へ
電
力
融

通
が
可
能
な
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
お
り
、
停
電
時
に
は
20
ｋ
Ｖ
Ａ
を
ア
リ
ー

ナ
施
設
へ
融
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ

（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）
仕
様
の
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
選
定
し
、
か

つ
Ａ
重
油
焚
き
の
非
常
用
発
電
機
も
併
設
し

て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ス
供
給
を
担
う
た
め
近

隣
に
設
置
さ
れ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備

に
は
常
に
３
日
分
以
上
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
貯
蔵
す

る
よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
者
側
で
残
量
が

管
理
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、停
電
時
で
も
コ
ー

ジ
ェ
ネ
排
熱
の
み
で
約
１
３
０
Ｒ
Ｔ
分
の
空

調
負
荷
を
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
で
あ
る
ア
ワ

セ
供
給
セ
ン
タ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
同
供

給
セ
ン
タ
ー
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
沖
縄
電
力
（
株
）

が
同
社
の
吉
の
浦
火
力
発
電
所
構
内
で
管
理

運
営
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
出
荷
設
備
で
製
造
さ
れ
、

Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
輸
送
、
販
売
し
て
い
る
。

ジェネリンク

インバータターボ冷凍機

Case2 - A EO N  M A L L  O k i n a w a  R y c o m
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温泉付随天然ガス利用コージェネで
事業性を高めトリジェネや環境教育にも挑む

ウェルネスリゾート沖縄休暇センター
ユインチホテル南城

　今回ご紹介する案件は、大いに働いて事業主に対し
て大きな利益をもたらしてくれるガスエンジン・コー
ジェネレーションシステム（以下、コ－ジェネ）である。コ
－ジェネの使い方としては、最もランニングコストを抑
えられ、投資回収年数も少なくて済む理想的な使用方
法である。通常はコージェネを動かす際はガス会社な
どからガスを買いそれを燃料としてコージェネを動か
し電気と熱を得るが、本案件は温浴施設用に掘削した
温泉井戸から一緒に発生する温泉付随天然ガス（メタ
ンガス）を燃料としている。つまり購入コストがかから
ない燃料で電気と熱を得ているのである。これだけ書
くと良いことずくめのようだが、本事業を進める上では
温泉付随天然ガスを燃料として利用する上での高い
ハードルがあり、関係者の大変な御苦労があり実現す
ることができた。その概要を紹介する。

W E L L N E S S  R E S O R T  O K I N A W A  V A C A T I O N  C E N T E R
T H E  Y U I N C H I H O T E L  N A N J O

■ 施設概要
名 称 ユインチホテル南城
事 業 会 社 タピック沖縄株式会社
用 　 途 リゾートホテル
所 在 地 沖縄県南城市佐敷字新里1688
構 造 / 規 模 RC（鉄筋コンクリート造）/6階
客 室 数 53室
面 積 延床：17,691㎡／敷地面積：115,500㎡
開 業 年 2009年（コージェネは2015年に稼働）

コージェネ導入のポイント
温泉付随天然ガス利用に伴う 
鉱山保安法への対応
16％のエネルギー削減、CO2排出削減
トリジェネへの発展や環境教育への活用も 
検討

1

2

3

Case3
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温
泉
付
随
天
然
ガ
ス
の
利
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
概
要

［
施
設
概
要
］

　

沖
縄
県
の
南
城
市
に
位
置
す
る
同
ホ
テ
ル

は
、
四
季
を
通
し
て
観
光
客
の
み
な
ら
ず
全

国
か
ら
の
修
学
旅
行
生
も
年
間
約
１
０
０
校

が
訪
れ
る
一
大
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

沖
縄
で
唯
一
の
１
０
０
％
源
泉
か
け
流
し
の

温
泉
を
保
有
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、キ
ャ
ン
プ
場
、レ
ジ
ャ
ー
プ
ー

ル
も
備
え
て
い
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
特
化
型
の
ホ

テ
ル
で
も
あ
り
沖
縄
県
南
部
の
観
光
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
６
月
に
は
約
１
０
０

室
を
備
え
る
新
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

あ
る
。

［
導
入
経
緯
］

　

ホ
テ
ル
は
事
業
形
態
上
、
電
気
の
み
な
ら

ず
風
呂
や
厨
房
な
ど
の
熱
需
要
も
多
く
、
全

体
の
経
費
に
占
め
る
光
熱
費
割
合
が
20
％
近

く
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
温
泉
付
随
ガ

ス
に
よ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
規
導
入
の
検
討

が
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
始
ま
っ
た
。

　

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
経
産
省
の
補

助
事
業
に
よ
る
天
然
ガ
ス
探
鉱
事
業
に
て
井

戸
を
掘
り
発
生
し
た
ガ
ス
を
分
析
し
た
結
果
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
燃
料
と
し
て
使
用
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

に
は
ま
だ
ガ
ス
利
用
の
許
認
可
は
受
け
て
い

な
い
段
階
で
温
泉
井
戸
か
ら
温
泉
施
設
へ
の

配
管
引
込
工
事
を
行
い
、
先
に
温
泉
と
し
て

の
利
用
を
開
始
し
た
。

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
、
ガ
ス
利
用

の
許
認
可
に
目
途
が
立
っ
た
こ
と
と
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
時
の
補
助
金
認
可
も
下
り
、
ま

た
投
資
効
果
を
検
証
し
た
結
果
も
良
好
な

こ
と
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
が
決
ま
り
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
２
月
に
完
成
し
た
。

［
鉱
山
保
安
法
の
適
用
］

　

温
泉
井
戸
か
ら
温
泉
と
一
緒
に
汲
み
上
げ

ら
れ
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
た
と
え
自
分
の
所
有
す
る
敷
地
の
中

で
あ
っ
て
も
地
下
部
分
の
採
掘
権
は
地
上
の

土
地
の
権
利
と
は
別
な
の
で
新
た
に
温
泉
法

と
は
別
の
鉱
業
法
上
の
採
掘
権
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
る
。
採
掘
権
の
設
定
に
は
、
手
続

き
だ
け
で
も
一
年
程
度
を
要
し
、
そ
れ
が
終

わ
る
と
温
泉
井
戸
は
鉱
業
井
と
な
り
、
地
上

設
備
等
は
法
律
上
で
は
鉱
山
と
な
る
。

　

鉱
山
は
鉱
山
保
安
法
に
則
り
、
有
資
格
者

に
よ
る
運
用
や
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
厳
し
い
安
全
管
理
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の

点
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
を
使
用
し
た
一
般
的
な

コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。　

 

　

地
下
約
２
１
２
０
ｍ
の
温
泉
井
戸
か
ら
温

泉
水
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
混
ざ
っ
た
状

態
で
毎
分
２
０
０
Ｌ
、
約
60
℃
で
汲
み
上
げ

ら
れ
、
地
上
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ス
セ
パ
レ
ー

タ
ー
で
気
液
分
離
さ
れ
る
。

　

ガ
ス
セ
パ
レ
ー
タ
ー
下
部
の
液
体
部
分
つ

ま
り
温
泉
水
は
、
上
水
（
浴
室
の
シ
ャ
ワ
ー

系
統
）
と
熱
交
換
利
用
さ
れ
た
後
、
41
℃
程

度
で
浴
槽
へ
送
ら
れ
る
。
ま
た
ガ
ス
セ
パ

レ
ー
タ
ー
上
部
に
溜
ま
っ
た
可
燃
性
天
然
ガ

ス
は
メ
タ
ン
濃
度
が
高
い
た
め
カ
ロ
リ
ー
が

高
く
、
バ
イ
オ
ガ
ス
の
よ
う
な
硫
化
水
素
や

シ
ロ
キ
サ
ン
も
含
ま
な
い
た
め
エ
ン
ジ
ン
に

対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
無
い
。
そ

の
た
め
機
器
構
成
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な

る
。
回
収
さ
れ
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
は
除
湿

さ
れ
た
あ
と
、
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
介
し
て

コ
ー
ジ
ェ
ネ
へ
送
ら
れ
燃
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
ヤ
ン
マ
ー
製
の
マ
イ
ク
ロ

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
25 

kW
×
２
台
で
、
24
時
間

３
６
５
日
定
格
運
転
を
行
う
。
発
電
電
力
は

系
統
連
系
さ
れ
自
家
消
費
さ
れ
る
。
夜
間
で

も
50 

kW
以
上
の
需
要
が
あ
る
の
で
発
電
電
力

は
使
い
切
れ
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
容
量
は
採

取
で
き
る
付
随
ガ
ス
量
に
見
合
っ
た
機
器
を

選
択
し
て
お
り
、
付
随
ガ
ス
の
全
量
を
使
用

し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
温
浴
施
設

の
給
湯
系
で
使
用
さ
れ
、
給
湯
負
荷
が
大
き

い
時
は
ボ
イ
ラ
ー
の
補
助
熱
源
と
し
て
機
能

し
、
風
呂
の
昇
温
に
使
わ
れ
る
。
ま
た
給
湯

負
荷
が
小
さ
い
時
は
貯
湯
槽
や
ボ
イ
ラ
ー
の

缶
体
温
度
維
持
が
機
能
し
、
大
き
な
ボ
イ

ラ
ー
が
間
欠
運
転
す
る
の
を
抑
制
し
熱
源
全

体
の
高
効
率
化
に
役
立
っ
て
い
る
。

コージェネ 貯湯
タンクガスホルダーガス

セパレータ

温泉
ポンプ

温泉井戸
（2,119ｍ） 

契約電力 793kW

電力 50kW 

ボイラー

熱交換器

上水
（ボイラー補給水）

温泉

シャワー

商用電力 電力負荷

排熱温水

20℃程度

34℃程度54℃程度

41℃程度

温泉供給

Ａ重油

浴槽

■ エネルギーフロー図
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　今回の施設取材に当たり、ご多
忙にもかかわらず施設の案内を努
めてくださいましたユインチホテ
ル南城の石原様、宮里様をはじめ
ホテル関係者の皆様、（株）りゅ
うせき建設 山本様、日比谷総合設
備（株）佐竹様に誌面をお借りし
て改めて御礼申しあげます。

（取材・文：秋山真吾）

省
エ
ネ
効
果

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム
モ デ ル 名 CP25BG
定格発電出力 25kW
台 数 2台
電 圧 / 電 流 200Ｖ/72.2A
燃 料 ガ ス 種 メタン：75～100vol％
排 熱 回 収 38.7kW
温水取出温度 85℃（最高温度）
効 率 総合：84％／発電：33％／排熱：51％
外 形 寸 法 W1990╳D800╳H2010

今
後
の
展
望

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
電
気
と
熱
を
生
み
出
す
の

で
、
電
力
使
用
量
の
削
減
と
系
統
か
ら
の
受

電
量
の
低
減
、
お
よ
び
風
呂
系
統
へ
の
熱
供

給
用
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
削
減
に

寄
与
す
る
。
系
統
か
ら
の
受
電
量
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
前
の
約
８
５
０
kW
か
ら
導
入
後

は
約
８
０
０
kW
と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
発
電
分
の
50 

kW
の
削
減
と
な
る
。
施
設
全
体
の
電
力
使
用

量
は
導
入
前
と
比
べ
年
間
で
15
％
の
削
減
と

な
り
、
Ａ
重
油
使
用
量
は
ボ
イ
ラ
ー
で
使
用

　

ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
で
は
将
来
的
な
取

組
み
と
し
て
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
運
用
も
検
討
し
て
い
る
。
ト
リ
ジ
ェ

ネ
と
は
、
従
来
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
熱
と
電
気

を
取
り
出
す
こ
と
に
加
え
て
、
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
２
も
活
用
し
、
植
物
な
ど
の
生
育
に
使

お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
ホ
テ
ル
に
は
全
国
か
ら
の
修
学

旅
行
生
の
宿
泊
も
多
い
こ
と
か
ら
、
学
生
向

け
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
を
題
材
に
し
た
環
境

教
育
を
行
い
、
未
来
に
向
け
て
環
境
に
関
心

を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
数
は
年
間
２
万
人
（
１
０
０

校
×
２
０
０
人
）
を
見
込
み
、
学
生
達
は
沖

縄
で
平
和
教
育
の
み
な
ら
ず
環
境
教
育
も
学

べ
る
機
会
を
得
ら
れ
る
。
近
い
将
来
、
沖
縄

の
環
境
教
育
は
こ
こ
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
か
ら

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ガスホルダー ガスセパレーター

ガスエンジン・コージェネ（25kW×2台）

A重油

導入前 導入後

電力量2,193
1,858

205 165

（MJ/㎡）
2,398

2,023

マイナス
16%

0

500

1000

1500

2000

2500

す
る
分
を
削
減
で
き
る
た
め
施
設
全
体
で
年

間
19
％
の
削
減
と
な
る
。
コ
ス
ト
に
す
る
と

電
気
代
と
Ａ
重
油
で
年
間
１
６
０
０
万
円
の

削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　

電
力
と
熱
を
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

量
は
右
図
の
通
り
16
％
の
削
減
と
な
り
、
導

入
後
の
使
用
量
２
０
２
３
Ｍ
Ｊ
／
㎡
は
一
般

財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
出
し

て
い
る
ホ
テ
ル
の
一
般
的
な
値
２
７
７
２
Ｍ

Ｊ
／
㎡
と
比
べ
て
も
大
幅
に
小
さ
い
値
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は
電
気
と
Ａ
重
油
の

削
減
分
を
合
わ
せ
て
年
間
５
４
５
ｔ
と
導
入

前
と
比
較
し
16
％
と
な
る
。
ま
た
従
来
は
大

気
放
散
し
て
い
た
付
随
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
年
間
約

２
１
０
０
ｔ
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
効
果
も

あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
大
幅
な
削
減
に
寄

与
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

■ エネルギー削減量
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